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＜同封の近況報告ハガキ返信のお願い＞ 
 この度、会員の皆さんそれぞれの近況を記載した「2021
会員近況」を発行します、「さわやか札幌」５月号発送の際
に同封させていただくことを予定しています。 
 皆様からの返信を心よりお待ちしています。 
 なお、４月１５日必着にて返信をお願いします。 

昨
年
、
編
集
作
業
が
「
密
」
に

な
る
こ
と
も
あ
り
、
発
行
を
見
送

っ
た
「
会
員
近
況
」
で
す
が
、
会

員
か
ら
の
発
行
要
望
も
多
い
こ
と

か
ら
今
年
は
そ
の
発
行
に
取
り
組

み
ま
す
。 

「
会
員
近
況
」
は
、
家
庭
直
送

の
機
関
紙
に
同
封
さ
れ
た
ハ
ガ
キ

を
ベ
ー
ス
に
編
集
し
例
年
は
概
ね

８
０
０
名
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

こ
の
「
会
員
近
況
」
を
も
と
に

元
同
僚
や
昔
の
仲
間
と
連
絡
を
取

り
あ
い
旧
交
を
温
め
た
、
な
ど
の 

コ
ロ
ナ
禍
で
も
繋
が
る
活
動
を
！ 

会
長 

佐 

野 

浩 

一 

昨
年
の
定
期
総
会
か
ら
既
に
五

ヶ
月
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
て
い
れ
ば

例
年
の
今
時
期
、
総
会
で
決
定
さ
れ

た
「
レ
ク
等
の
諸
行
事
」
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

し
か
し
、年
明
け
早
々
の
緊
急
事

態
宣
言
の
発
出
や
飲
食
店
へ
の
時

短
要
請
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
は
、「
未
だ

終
息
せ
ず
！
」
の
現
状
に
あ
り
ま

す
。 こ

の
中
に
あ
っ
て
、
私
た
ち
「
退

職
者
の
会
（
以
下
、
「
会
」
）」
は
、

総
会
決
定
の
諸
行
事
を
「
如
何
に
取

り
扱
う
か
？
」
の
決
断
が
必
要
で

す
。 様

々
な
検
討
の
結
果
、
極
め
て
残

念
で
す
が
感
染
防
止
を
第
一
に
考

え
、
昨
年
に
続
き
日
帰
り
旅
行
な
ど

に
つ
い
て
「
中
止
せ
ざ
る
を
得
な

い
！
」
と
の
結
論
と
し
ま
し
た
。 

具
体
的
に
は
、
多
く
の
会
員
が
楽

し
み
と
す
る
「
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
」

「
ブ
ド
ウ
狩
り
」
と
「
麻
雀
大
会
」 

活
用
状
況
を
聞
く
と
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。 

今
年
は
、
そ
の
掲
載
数
の
倍
増

を
目
標
に
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
近

況
や
安
否
の
確
認
を
含
め
て
、
是

非
多
く
の
返
信
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
機
関
紙
「
さ
わ
や
か

札
幌
」
と
合
わ
せ
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
会
員
間
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
一
環
と
位

置
付
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

５
月
末
の
発
行
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
の
ハ
ガ
キ
の
返
信
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

各
種
行
事
の
中
止
を
決
断
！ 

 

会長 佐 野 浩 一 

NTT 労組  札幌退職者の会 
札幌市中央区北１条西４丁目ＮＴＴ大通４丁目ビル

4Ｆ 編集責任者 井川 公男 (011)222-4771 
http://www.sawayaka-sapporo.net 
E-mail:satsutai1@bz01.plala.or.jp 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
で
き
る
事
と
は 

 

「会
員
近
況
の
発
行
」を
最
重
点
に 

 

こ
れ
ら
「
中
止
」
を
決
断
し
た

一
方
で
、「
会
」
と
し
て
「
何
が
で

き
る
の
か
？
」
に
つ
い
て
で
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
策
で
は
、

感
染
防
止
に
最
大
限
配
意
す
る
こ

と
を
前
提
に
、
①
囲
碁
大
会
②
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
③
ゴ
ル
フ
大
会

に
つ
い
て
は
実
施
に
向
け
準
備
を

進
め
ま
す
。 

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た
と

し
て
も
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い

取
り
組
み
と
し
て
機
関
紙
「
さ
わ

や
か
札
幌
」
の
継
続
発
行
が
あ
り

ま
す
。
隔
月
発
行
・
家
庭
直
送
は

継
続
し
ま
す
が
、
幾
つ
か
の
イ
ベ

ン
ト
が
無
く
な
る
こ
と
か
ら
記
事

の
確
保
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

ぜ
ひ
、
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の

寄
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

更
に
「
さ
わ
や
か
札
幌
」
の
会
員

宅
直
接
配
布
の
中
止
で
す
。 

こ
の
「
中
止
」
の
判
断
と
並
行

し
て
何
ら
か
の
「
代
替
施
策
」
の

検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
会

員
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト

の
多
く
は
、
そ
の
何
れ
も
が
「
三

密
」
が
避
け
が
た
く
、
新
た
な
企

画
に
つ
い
て
も
断
念
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。 

ゴルフサークル交流コンペのご案内 

札幌退職者の会ゴルフサークルの交流・親睦を目的としたゴルフ

コンペを次のとおり開催します。多数の参加をお待ちしています。 

 

・日 時   ６月９日（水） ７時 30 分スタート（７時集合） 

・場 所   サンパーク札幌ゴルフコース 

        北広島市富ヶ岡 456 ☎ 011-372-6370 

・参加費   1,000 円 

・競技方法  18 ホール ダブルペリア方式 

・プレー代等 7,300 円（税込み）昼食は各自払い 

・申し込み  サークル会員は各サークルへ、会員以外は事務局へ 

・締切日   ５月２１日（金） 

       問い合わせ・申し込み先 札幌退職者の会事務局 

        ☎ 011-222-4771 （安部・沖） 
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お楽しみクロスワードクイズ（第１３回）               締切：４月１５日 
今回はハガキからだけでの応募です。同封のハガキに答を記入し、お送りください。（ホームページでは応募出来ません） 

 

 

① NTT 退職時の職場 

  宮の森ビル 

② 趣味・特技 

登山・ゴルフ 
③ 私のモットー 

教育と教養（今日行く 
ところ、今日の用事） 

④ 好きなテレビ番組 

なんでも鑑定団 

⑤ 幹事になって一言 
よろしくお願いします 

 

●問題 

 クロスワードを解いて、ＡからＨの順に並べると、あ 

る言葉が！ 

  【ヒント】マスクと手洗いで 

 

・応募は、会員のみです 

・抽選により５０名の方に景品が当たります 

・当選者には賞品の発送をもって発表にかえさせて頂きます。 

幹事 加藤 義明 

新 役 員 紹 介  

【衆議院議員補欠選挙】 

北海道 2 区(北区・東区)の紹介を‼ 

 4月 25日投開票の衆議院北海道 2区補欠選挙の連合ニュ

ース（号外）を同封しております。 

ＮＴＴ労組として組織推薦決定した「松木けんこう」氏へ

の紹介を頂ける会員の方は「連合ニュース」（号外）の裏面

に紹介者の氏名、住所、電話番号並びに所属組合名の欄に「Ｎ

ＴＴ労組札幌退職者の会」と記載の上、「松木けんこう」事

務所へＦＡＸ等で送付願います。 

●タテのカギ 
 
    １ 多くの人を連れてどこかへ行くこと 

    ２ 草刈り道具 

３ ついつられて泪が 

４ ドレスがキラキラ光っています 

５ 離れたところから家電を ON に 

６ 我が家の昔からの教え 

８ 旧家にはよくあります白壁の建物 

１０ １０本足で大きいものは数メートルに 

１２ 船に乗って具合が悪くなる事 

１４ 煙突の中に残る黒い奴 

１８ 化学繊維の代表 

１９ 通り道 

２１ 間違った字 

２２ ワインやウイスキー等を貯蔵する容器 

２３ 部屋と部屋を繋ぐ通り道 

２５ 木製品等のツヤを出すために塗るもの 

２７ 長い年月を経て苔が生えること 

２９ 苦しい立場から抜け出すためにする何か 

３０ 技量の事 
３２ 砂の事を英語で 
３３ 温泉によって体を癒すこと 
３６ 夜と昼の間 

 

 ●ヨコのカギ 
 
    １ 水族館の人気者 

    ３ 一生土の中にトンネルを 

５ 実験をする科目 

７ 寝るときに頭をのせます 

９ 表向きの名前とか理由 

１１ お父さんの父 

１３ 洋食でご飯の事 

１５ 災いの起こる元 

１６ 上下繋がった作業服 

１７ 秋のものは嫁に食べさせてはいけない 

１９ 地球の衛星 

２０ W で表す方向 

２２ 江戸時代の老中の上段 

２４ これが無ければ車は動きません 

２５ 雨上がりの七色の橋 

２６ 魚の表面を覆っています 

２８ 照度の単位 

３０ くじ引きでハズレの事 
３１ お坊さんの衣装の一種 
３３ 土地を掘り起こす農具 
３４ 塩漬けにした豚肉の燻製等 
３５ 大根の一般的な漬物 
３７ ごく短時間だけ流れる電流 
３８ ナット・ボルトを挟んで回す道具 
３９ 天然記念物「朱鷲」のふるさと 
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初孫誕生 睦季です！ 渋田 光一 (中央区) 

 

何
故
に
山
に
登
る
の
か
？ 

そ
こ
に
山
が
あ
る
か
ら
？
・
・ 

 

山
は
頂
が
あ
り
、
そ
こ
を
目
標

に
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
・
・
・ 

頂
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
登
っ
て
行

く
！ 

 

イ
メ
ー
ジ
出
来
な
け
れ
ば
、
一

歩
を
踏
み
出
せ
な
い
！ 

イ
メ
ー
ジ
は
、
多
く
の
準
備
・

計
画
を
引
き
出
し
て
く
れ
る
。 

山
は
、
計
画
力•

忍
耐
力•

決

断
力
を
養
う
の
に
凄
く
長
け
て
い

る
。 で

も
頂
上
は
ゴ
ー
ル
で
は
無

い
！
ゴ
ー
ル
は
登
山
口
で
あ
る
。 

ス
タ
ー
ト
（
登
山
口
）
か
ら
一

歩
一
歩
上
を
目
指
し
、
上
が
無
く

な
っ
た
ら
下
る
。 

そ
し
て
ま
た
登
山
口
に
戻
る

（
ゴ
ー
ル
）
・
・
・
そ
れ
が
登
山

で
す
。 

今
ま
で
で
一
番
思
い
出
に
残
る

山
は
？
・
・
ど
れ
も
楽
し
い
山
行

で
し
た
が
、
そ
れ
は
島
牧
村
に
あ

る
太
平
山
（
お
び
ら
や
ま
）
、
標

高
一
一
九
一
ｍ
で
す
。
八
合
目
付

近
で
し
ょ
う
か
？
絶
滅
危
惧
種
の

「
オ
オ
ヒ
ラ
ウ
ス
ユ
キ
ソ
ウ
」
が

咲
き
誇
る
山
・
・
・
で
も
簡
単
に

は
見
せ
て
く
れ
な
い
。 

現
に
３
回
目
の
挑
戦
で
よ
う
や

く
見
れ
た
し
、
頂
上
に
達
す
る
こ

と
も
出
来
ま
し
た
。
（
３
回
と
も

私
の
師
匠
Ｎ
氏
と
の
山
行
） 

 

古
希
間
近
に
な
っ
て
待
望
の
初
孫
が
誕

生
。 ほ

ぼ
、
諦
め
か
け
て
い
た
の
で
生
ま
れ

る
ま
で
は
待
ち
遠
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。 

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
睦
季
は
、
可
愛
す

ぎ
て
壊
れ
そ
う
な
人
形
の
様
で
、
抱
っ
こ

す
る
の
も
恐
る
恐
る
で
し
た
。 

孫
が
誕
生
し
て
６
ケ
月
後
、
息
子
が
海

外(

イ
ギ
リ
ス)

転
勤
と
な
り
、
家
族
で
引

越
し
た
の
で
睦
季
を
抱
っ
こ
で
き
た
の

は
、
生
ま
れ
た
時
と
空
港
へ
見
送
り
に
行

っ
た
時
の
２
回
だ
け
。 

そ
の
後
は
、
毎
日
送
っ
て
く
れ
る
写
真

や
動
画
を
見
て
、
バ
ー
さ
ん
と
二
人
で
ゲ

ラ
ゲ
ラ
大
笑
い
し
た
り
、
驚
い
た
り
、
ち

ょ
っ
ぴ
り
心
配
し
た
り
の
連
続
で
ボ
ケ
防

止
に
は
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。 

毎
日
新
た
に
出
来
る
事
が
増
え
た
り
、 

１
回
目
は
「
ヤ
マ
セ(

南
東
の
風)

」

が
強
く
〝
山
が
揺
れ
る
〟
・
・
・
。

恐
れ
を
な
し
、
途
中
で
下
山
し
ま
し

た
。 ２

回
目
は
、
風
は
無
い
も
の
の
雨

が
降
っ
て
き
て
登
山
を
断
念
！ 

 
 

 

３
回
目
に
し
て
何
と
か
登
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
が
、
下
山
道
を
間
違

い
扇
型
に
正
当
な
道
か
ら
ド
ン
ド
ン

と
離
れ
て
行
き
遭
難
に
な
り
か
け
、

ビ
バ
ー
ク
を
覚
悟
し
ま
し
た
が
、
そ

の
日
の
う
ち
に
何
と
か
帰
れ
た
の

は
？
・
・
師
匠
が
登
る
途
中
で
要
所

要
所
で
映
し
て
い
た
写
真
で
し
た
。 

こ
の
時
間
で
こ
の
景
色
だ
か
ら
逆

算
し
た
ら
こ
の
方
向
へ
行
け
ば
・
・ 

 
 

・
コ
ン
パ
ス
の
よ
う
に
的
中
し
ま
し

た
。 「

行
き
は
良
い
よ
い
帰
り
は
怖

い
」
と
言
い
ま
す
が
、
ま
さ
し
く
厳

し
い
経
験
で
し
た
。 

皆
様
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
！ 

 

だ
ん
だ
ん
自
己
主
張
し
た
り
す
る
よ
う

に
な
っ
た
り
す
る
の
を
見
る
の
は
本
当

に
楽
し
い
も
の
で
す
。 

睦
季
は
食
欲
も
旺
盛
で
、
少
し
小
太
り

体
形
で
す
が
特
に
病
気
も
せ
ず
元
気
に

成
長
し
て
い
る
の
が
な
に
よ
り
で
す
。 

世
界
的
な
コ
ロ
ナ
の
流
行
で
、
不
自
由

な
く
安
全
に
行
き
来
で
き
る
の
が
見
通

せ
ま
せ
ん
が
、
孫
を
再
び
抱
っ
こ
で
き
る

日
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
毎
日
で
す
。 台所でお母さんのお手伝い 

我
が
家
の
一
人
娘
ミ
ニ
チ
ュ
ア 

ダ
ッ
ク
ス
フ
ン
ド
の
「
チ
ャ
チ
ャ
」

は
、
生
後
４
ケ
月
か
ら
家
族
に
な 

り
現
在
１
５
歳
（
ヒ
ト
で
は
７
７ 

歳
く
ら
い
）
に
な
り
ま
し
た
。 

１
５
年
前
の
あ
る
日
、
仕
事
や
買

い
物
帰
り
に
た
び
た
び
立
ち
寄
っ

て
楽
し
ん
で
い
た
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
で
、
何
と
も
愛
く
る
し
い
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
色
の
ダ
ッ
ク
ス
と
目
が
合

い
ま
し
た
。 

ほ
か
の
小
犬
達
が
キ
ャ
ン
キ
ャ

ン
賑
や
か
に
し
て
い
る
中
で
、
彼
女

だ
け
は
ゆ
っ
た
り
落
ち
着
い
て
こ

ち
ら
を
ジ
ッ
と
見
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
つ
ぶ
ら
な
瞳
に
一
目
ぼ
れ

し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 

そ
の
日
か
ら
数
日
間
ペ
ッ
ト
シ

ョ
ッ
プ
へ
毎
日
通
い
、
一
週
間
後 

に
は
我
が
家
の
一
員
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。 

「
一
緒
に
歳
を
と
っ
て
い
こ
う

ね
！
」
と
ま
だ
若
か
っ
た
？
私
が
飼

う
こ
と
を
決
心
し
て
か
ら
１
５
年

余
り
経
ち
、
よ
く
食
べ
、
よ
く
遊
び
、

よ
く
寝
る
元
気
で
お
利
口
さ
ん
の

「
チ
ャ
チ
ャ
」
も
良
い
年
齢
に
な
り

ま
し
た
。 

「
チ
ャ
チ
ャ
」
が
い
る
こ
と
で
節

目
節
目
の
さ
び
し
さ
も
や
わ
ら
ぎ
、

こ
こ
ま
で
一
緒
に
年
を
重
ね
て
来

ら
れ
た
こ
と
が
、
ほ
ん
の
り
温
か
い

幸
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☆ 米 寿
大 沼 春 男 山 岡 チ ト セ 鈴 木 博 人 樋 口 喜 一 杉 山 保 之 佐 藤 公 三

川 合 幸 男 窪 田 実 佐 藤 長 平 佐 々 木 茂 曽 我 部 栄 船 戸 一 志

☆ 喜 寿
熊 谷 正 勝 小 川 靖 征 保 谷 秀 幸 井 形 繫 子 時 田 正 義 福 土 毅

長 太 静 雄 中 屋 靖 雄 武 田 勝 二 稲 田 英 雄 斉 藤 勲 松 尾 進

西 田 詔 一 高 橋 健 治 川 島 敏 憲 向 井 三枝子 高 橋 晃 大 留 宏

村 田 健 一 末 永 武 男 内 山 俊 文 田 村 八重子 日下部 浩 子 立 澤 寛

工 藤 義 清 高 橋 文 明 白 濱 茂 機 坂 田 喜久子 長谷川 若 子 檜 作 勇

藤 本 勝 治 宮 下 雅 好 福 岡 高 惠 安 中 美津子 今 稔 堀 昌 子

中 南 敏 幸

☆ 古 希
角 田 典 子 恒 吉 和 夫 鎌 田 敬 光 東 田 敏 則 堀 田 佐紀子 大和田 晴 子

葛 西 栄 子 大 橋 正 隆 笹 田 正 春 畠 山 賢 治 西 誠 久志本 純 夫

小 塚 邦 雄 酒 井 雅 司 前 田 哲 男 足 達 洋 美 長 嶋 薫 久保山 正 文

建 部 孝 幸 布 施 千 春 沢 井 吉 博 加 藤 政 紀 高 橋 豊 長谷山 昭

城 地 良 和 坂 野 吉 則 大 窪 純 子 石 橋 正 道 小 泉 潔 今 井 昇

柳 沢 雄 二 張 江 英 俊 掛 田 敏 雄 永 峰 英 雄 鈴 木 純 上 野 敏

桑 島 裕 人 堀 内 勝 美

【本人の訃報】

土谷 裕さん 68歳(北　区) 没20年12月01日 林 博己さん 78歳(中央区) 没20年12月08日

松浦 純一さん 74歳(西　区) 没20年12月08日 小川 智幸さん 94歳(中央区) 没20年12月08日

吉岡 幸治さん 90歳(東　区) 没20年12月10日 山添 季一さん 94歳(石狩市) 没20年12月16日

若杉 勉さん 87歳(手稲区) 没20年12月22日 遠藤 晋一さん 92歳(東　区) 没20年12月22日

川合 則人さん 72歳(石狩市) 没20年12月22日 佐々木 勝義さん 72歳(白石区) 没20年12月26日

徳田 輝元さん 69歳(東　区) 没20年12月28日 古橋 馨さん 95歳(西　区) 没20年12月30日

間 信一さん 86歳(江別市) 没01月01日 川西 丈征さん 76歳(南　区) 没01月02日

斉藤 滋さん 80歳(手稲区) 没01月07日 鐘ヶ江 敏行さん 72歳(手稲区) 没01月08日

玉田 直記さん 72歳(厚別区) 没01月16日 山内 光弘さん 79歳(北　区) 没01月17日

長谷川 辰彦さん 67歳(恵庭市) 没01月21日 高田 嘉嗣さん 77歳(石狩市) 没01月22日

鍛冶川 重一さん 92歳(清田区) 没02月01日 妻神 俊雄さん 90歳(西　区) 没02月11日

藤島 利雄さん 93歳(北　区) 没02月13日 早崎 香代子さん 64歳(江別市) 没02月14日

細田 利雄さん 88歳(北　区) 没02月24日 西島 義政さん 86歳(恵庭市) 没03月07日

草薙 ニキミさん 88歳(中央区) 没03月07日

【配偶者の訃報】

小松　孝行さん 眞智子様(手稲区) 没01月16日 上田　信弘 さん よう子様(白石区) 没01月29日

小池　　明さん 裕子様(中央区) 没02月20日

江 田 輝 雄 安 部 秋 博 長 澤 文 雄 松 原 淳 二 工 藤 正四郎 池 田 洋
藤 田 勝 吉 島 田 和 吉 斉 藤 勝 之 宮 本 清 英 本 間 祥一郎 小 原 誠
石 橋 義 孝 根 守 勝 巳 中 丸 民 雄 福 岡 高 惠 藤 江 照代四 藤 井 敏
萬 年 清 一 阿 達 孝 次 藤 澤 行 雄 酒 井 康 男 滝山田 新 生 宮 森 進
大 谷 俊 夫 楢 山 隆 敏 八 田 健 一 末 永 武 男 小山田 緑 平 崎 博
白 石 則 麿 中 川 光 昭
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おめでとうございます (2月～3月生まれの方) (敬称略)

お悔やみ申し上げます

古切手・リングプル・書き損じハガキをいただき

ありがとうございます

ご厚志の品々は、福祉施設等に寄付させて戴きます。

【お詫び】第１９５号（2021.1.1）に掲載の氏名に誤

りがありました。訂正しお詫びいたします。(敬称略)

誤－濱本文夫 正－滝本文夫


